2025年　夏の賞与考課資料

1、 我が社は、社会福祉法人・ＮＰＯ等ではなく、営利法人である。
厳しい競争の中で事業を継続していくために考課を行い、よりよい人材育成と事業成果を目的としている。

2、 何らかの事情で考課できない時は平均点の90％とする。
当然のことながら、今回の人事考課の点数は賞与に反映されます。
また、平均点は、幹部（役員・各管理者・副管理者）・サ席・ヘルパー等それぞれ別に計算します。
幹部考課は「成果」のみです。

3、 考課は、社員及び準社員に対しておこないます。（登録ヘルパーは対象外）
※準社員とは、社員を目指す登録ヘルパー。
※人事考課を受けないという選択もあります。
※新卒者は、夏賞与の対象ではありませんが、冬賞与から支給されます。（グループの決定事項）
　
4、 普通ボーナスは法人が一方的に決める場合が多いですが、当社においては人事考課を行いその結果において賞与の額が決まります。人事考課の精度を高める為に幹部が従業員の把握に努力していますが、「漏れ」もありますので、今回はアピールして自らの評価を上げて下さい。ただし、最終的に付けられた点数には従って下さい。（当社においては「評価は他人が行う」ということが価値基準となっているからです。）
今回の賞与査定期間は、11月1日～4月30日です（６か月）。支給日（7月中旬予定）に在籍がないと支給されません。※考課内容の各事項については基本、今回の査定期間内を対象としています

5、 最終的な支給概要（詳細）及び支給日は、6月まごのて報告会での報告と各管理者に通達します。

6、 今回の人事考課は評価の為に行っていますが、面談の場でもあります。何か法人に言いたいことがあれば、なんでも言って下さい。

7、 今回の人事考課シートについては価値基準に沿う形で作成しこのまま行いますが、項目及び点数配分について何か意見があれば次回の参考にしますので、文書にて上司に提出して下さい。

8、 今回及び今後も、人事考課の賞与算定において業績（売上）をいれます。
※考課期間前年度比売上高を比較し、その％の半分を反映させます。
※例えば、売上が10％（プラスマイナス40％を限度とする）上がっていれば、5％賞与が増えます。減れば当然減ります。
※そもそも賞与の算定は業績（売上）も含むべきで、業績に応じて変化するということです。
※基本倍率（夏1.4,冬1.6）×業績（売上比）×人事考課点数×職員ランク×対象在籍期間×
（基本給＋基本手当）＝賞与
※幹部においては、利益率も反映させます。
※2023年夏の賞与から、バイク等の移動における安全向上のための考課を入れます。内容は考課シートを
　確認してください。

9、 何か質問があればどうぞ＾＾
